[bookmark: _GoBack]区画漁業権及び定置漁業権途中免許に係る海区漁場計画（変更）の要望調査
（注意事項）

１　漁業権の設定を希望する場合は、次の(１)～(４)に掲げる書類を、所管する広域振興局水産部の長（水産振興センターの所管する区域にあっては当該水産振興センター）に、正副２部提出してください。
(１)　海区漁場計画要望書（様式第１号）
(２)　海区漁場計画要望内容（様式第２号（イ及びロのうち該当するものを提出。））
(３)　海区漁場計画要望調書（様式第３号（ハ、ニ、ホ及びヘのうち該当するものを提出。））
 (４)　漁場図（縮尺等の詳細は様式第２号に記載）

２　要望を提出した者には、所管する広域振興局水産部（水産振興センターの所管する区域にあっては当該水産振興センター）がヒアリングを実施しますので、日程調整の都合から、要望書提出前に、提出の意向を所管する公所に伝えてください。

３　新たな漁業権の設定により既存の漁場の免許事項（漁場の区域、魚種の名称、漁業時期等）に変更が生じる場合は、既存漁場の海区漁場計画の変更も必要となるため、新たな漁業権の要望に併せて、既存漁場の変更に係る要望も提出してください。
なお、変更の要望も、新規の要望と同様に、上記１の書類により行ってください。

４　団体漁業権（漁協が免許を受けて組合員に行使させる漁業権）としての区画漁業権の設定を要望する場合は、海面利用制度等に関するガイドライン（令和２年６月30日付け２水管第499号水産庁長官通知）の４ページ中段の「漁業生産力の発展に最も資する」の考え方を参考に、団体漁業権として要望するに至った理由を様式第３号ハに記載してください。

５　その他、これまでの漁場の行使状況や、事前に試験養殖を実施している場合には試験の実績など、別途書類の提出を求めることがあります。



様式第１号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　岩手県知事　　　　　　様

　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）印


海区漁場計画要望書
　次のとおり海区漁場計画を樹立されたいので、関係書類を添えて要望します。
　　　　　　　　　　　　　　　 記
１　要望する漁業権漁場
	漁業権の種類
	現免許番号
	漁場名
	新規・既存（変更）の別
	単独・共同の別
	個別漁業権・
団体漁業権の別※

	○○漁業権
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	○○漁業権
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※ 区画漁業権の場合に記載すること。

２　要望する保全沿岸漁場
	保全活動の種類
	現免許番号
	漁場名
	新規・既存の別
	単独・共同の別

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




注　複数ある場合は、北から順に列記のこと。




様式第２号イ
漁業権に係る海区漁場計画要望内容　（新旧対照表）

漁業権の種類　○○漁業権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要望者　　　　　　　　　　印　

	（　　　　年）漁業権に係る海区漁場計画要望内容※１
	（　　　　年）海面漁業権免許内容

	公示番号　○○第○○号※２

１　免許の内容たるべき事項
(1) 漁場の位置
(2) 漁場の区域※３
(3) 漁業の種類、漁業の名称及び漁業時期
	漁業の種類
	漁業の名称
	漁業時期

	
	
	


(4) 関係地区※４
 (5) 存続期間※５
 (6) 個別漁業権又は団体漁業権の別※６
(7) 条件

２　要望理由


※１　新規要望漁場の場合は、同種の漁業の現行免許内容を参照し、作成すること。
※２　公示番号のうち通し番号は記載しないこと。

　※３　漁場の区域については、緯度経度により表示すること。なお、緯度経度は度分表記とし、分は小数点以下第３位までを記載すること。
　※４　組合員に行使させる区画漁業権及び共同漁業権（団体漁業権）の場合のみ記載すること。
　※５　短期免許の場合のみ記載すること。
　※６　区画漁業権の場合のみ記載すること。

注　漁場図（漁場計画要望書の添付書類）
・Ａ３版の用紙に縮尺１/5,000～1/25,000（共同漁業権にあっては縮尺1/10,000～1/50,000）程度で要望漁場の区域を実線（赤）により、既存漁場、付近漁場の区域を実線又は破線（黒）により記載すること。
・区画漁業権及び定置漁業権（小型定置を含む。）にあっては、要望漁場区域内に施設の配置を記載すること。
・区画漁業権にあっては、施設配置ごとに対象種目を記載すること。
・余白に方位、縮尺を記載すること。
	免許番号　○○第○○号

１　免許の内容たるべき事項
(1) 漁場の位置
(2) 漁場の区域
(3) 漁業の種類、漁業の名称及び漁業時期
	漁業の種類
	漁業の名称
	漁業時期

	
	
	


(4) 地元地区（関係地区）
(5) 存続期間
 (6) 個別漁業権又は団体漁業権の別
(7) 条件

　
注　漁業権切替時に公示された海区漁場計画等を参照し、正確に記載すること。（Ａ３）





様式第２号ロ
保全沿岸漁場に係る海区漁場計画要望内容　（新旧対照表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要望者　　　　　　　　　　印　

	（　　　　年）保全沿岸漁場に係る海区漁場計画要望内容※１
	（　　　　年）保全沿岸漁場の内容

	公示番号　保全第○○号※２

１　内容
(1) 漁場の位置
(2) 漁場の区域※３
(3) 保全活動の種類
(4) 条件

２　要望理由


※１　新規要望漁場の場合は、同種の活動の現行免許内容を参照し、作成すること。
※２　公示番号の通し番号は記載しないこと。
　※３　漁場の区域については、緯度経度により表示すること。なお、緯度経度は度分表記とし、分は小数点以下第３位までを記載すること。

注　漁場図（漁場計画要望書の添付書類）
・Ａ３版の用紙に縮尺１/5,000～1/25,000（共同漁業権にあっては縮尺1/10,000～1/50,000）程度で要望漁場の区域を実線（赤）により、既存漁場、付近漁場の区域を実線又は破線（黒）により記載すること。
・区画漁業権及び定置漁業権（小型定置を含む。）にあっては、要望漁場区域内に施設の配置を記載すること。
・区画漁業権にあっては、施設配置ごとに対象種目を記載すること。
・余白に方位、縮尺を記載すること。
	免許番号　保全第○○号

内容
(1) 漁場の位置
(2) 漁場の区域
(3) 保全活動の種類
(4) 条件




注　漁業権切替時に公示された海区漁場計画等を参照し、正確に記載すること。


（Ａ３）



様式第３号ハ
海区漁場計画要望調書　（区画漁業権 その１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要望者　　　　　　　　　　　　印　

現行免許番号　○区第　　　号　　　　　漁場

１　漁場利用に関する計画書（概要書）
	項　　目
	対象種目
	行使の考え方・方針等

	１　効率的な漁場配置
（漁場の再編〔統合、分割、区域の拡大・縮小〕について）
	
	

	２　適切な漁場利用
（空き施設の解消、生産効率の向上、漁場に適した養殖対象種目の選定、漁場利用ルールの見直し等について）
	
	

	３　経営体の確保・育成と組織化等
　（新規着業の促進、協業化、漁協自営等について）
	
	

	４　経営の安定化
　（行使者当たりの規模拡大、新規養殖種目の導入、防疫対策、定置網との複合的な経営等について）
	
	

	５　その他
	
	



（Ａ３）

様式第３号ニ
海区漁場計画要望調書　（区画漁業権 その２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要望者　　　　　　　　　　　　印　

現行免許番号　○区第　　　号　　　　　漁場

２　行使実績及び計画（第一種区画漁業権の場合）
	漁業の名称
	行使実績（直近３か年の実績）
	漁業権取得後の
行使計画
	関係者との
調整経過等

	
	　　年度
	　　年度
	　　年度
	養殖状況
	
	

	
	実行使者数
	施設台数
	生産量
(t)
	実行使者数
	施設台数
	生産量
(t)
	実行使者数
	施設台数
	生産量
(t)
	
	施設台数
	生産量
(t)
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	養殖方法
	規格等
	
	
	

	養殖業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	養殖業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	養殖業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	養殖業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	養殖業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	養殖業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	養殖業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（Ａ３）

様式第３号ホ
海区漁場計画要望調書　（定置漁業権〔小型定置網を含む。〕）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要望者　　　　　　　　　　　　印　

現行免許番号　定（二共）第　　　号　　　　　漁場

１　網の形態・規模（現行）
　（１）端口の種類　（両端口・片端口）
　（２）箱網の種類　（両箱網・片箱網）　金庫網（あり・なし）
　（３）網の規模　　身網の最大長さ：　　　　ｍ　　身網の最大巾：　　　　　ｍ　　　垣網の総延長：　　　　ｍ（分岐：あり・なし）

２　行使実績及び計画
	項目
	行使実績（直近３か年の実績）
	漁業権取得後の
操業計画
	関係者との
調整経過等

	
	　　年度
	　　年度
	　　年度
	操業状況
	
	

	経営者名
	
	
	
	（１）保有施設
	漁船
	魚網

	船名
	トン数
	建造年
	部位
	セット数
	購入年

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



（２）主な対象魚種


（３）経費節減対策等
	（1）経営方針等


（２）従事者の確保


（３）その他
	

	実従事者数（人）
	
	
	
	
	
	

	実操業期間
	
	
	
	
	
	

	漁獲量（t）
	
	
	
	
	
	

	漁獲金額（千円）
	
	
	
	
	
	

	共済金等その他収入（千円）
	
	
	
	
	
	

	支出経費（千円）
	
	
	
	
	
	

	収(損益)益（千円）
	
	
	
	
	
	



　注　現行免許から「区域の拡大・移動」や「操業期間の変更」等を要望する場合は、関係者との調整経過を詳細に記載すること。
　（Ａ３）
 
様式第３号ヘ
海区漁場計画要望調書　（保全沿岸漁場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要望者　　　　　　　　　　　　印　

現行公示番号　保全第　　　号　　　　　漁場

１　保全活動に関する計画
	保全活動の種類
	具体的な活動内容
	漁場の区域
	活動期間
	受益者の範囲
	必要な費用
	関係者との調整経過等

	
	
	
	
	
	
	



２　活動の実績
	項目
	活動実績（直近３か年の実績）
	その他特記事項

	
	　　年度
	　　年度
	　　年度
	活動状況
	

	活動日数
	
	
	
	（１）保全活動の種類及び内容


（２）漁場の区域


（３）受益者の範囲


（４）活動の効果
	

	活動従事者数（人）
	
	
	
	
	

	活動期間
	
	
	
	
	

	収入（千円）
	
	
	
	
	

	支出（千円）
	
	
	
	
	

	収支（千円）
	
	
	
	
	



　注　現行免許から「区域の拡大・移動」や「操業期間の変更」等を要望する場合は、関係者との調整経過を詳細に記載すること。
　（Ａ３）
 
